
ク
ｒ
Ｌ

盃ﾇj・・

3つの争点６つの転換

争点１大企業優先市政か、防災、中小企業優先市政か

争点２国いいなりの市政か、悪政から住民守る市政か

争点３倉敷駅周辺鉄道高架事業の推進か、住民本位のまちづくりか

１ＺＯ１２倉敷市長選挙墓本政策
２０１２年２月２１日

私たちの倉敷市政をつくる市民の会

いのちと暮らし輝く市政

第１の転換|いのちと暮らし最優先へ
○子どもの医療費を中学卒業まで無料にしますｂ地域の子育てサポート体制の整備、子育て支援を

強化します６

○保育の新システムは反対。認可保育所の増設、公的保育を拡充し、待機児童をゼロにしますｂ

○後期高齢者医療制度の廃止を国に求めます。軽度の高齢者を排除する「介護保険制度見直し」は

止めさせますｂ介護保険料、利用料の軽減、特養ホームなど介護某蝉塗備をすすめ待機者をなくす

など、安心して利用できる介護制度にしていきますｂ

○国民健康保険は、一般会計からの繰り入れを引き続き行い「払える保険料」にします。国保法必

条を活用し、生活困窮者の一部負担金の減免を行ないます。保険証の取り上げの中止。強権的徴税

の中止。医療を受ける権利を守りますｂ

○障害者自立支援法に基づく地域生活支援事業の利用料を無料にします６

○各種検診の受診率の向上を図りますｂ

○生活保護行政は権利としての社会保障の趣旨に沿ったものに改善を図りまする

○児童相談所を倉敷市として設置しますｂ児童館を全ての小学校区に設置しますｂ

○医師確保に努め、産科の早期再開など市立児島市民病院を地域の中核病院として位置づけ、守り
発展させま式

「
』

第１の転換

第２の転換｜原発ゼロ．再生可能ｴﾈﾙギー への転換、
防災と環境にやさしい街づくりへ

○島根原発をはじめすべての原発の停止を求め､再生可能エネルギーへの転換で､中国地方から｢原
発ゼロ社会」をめざします。
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